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 どんな研究をしているところ？ どんなことに役立つの？ 

本研究室は、生物の“生き様（適応）”が、“生物同士の関わり合い（生

物間相互作用）”を通じてどのように形作られてきたのかについて明らか

にすることを目指しています。特に“植物と花粉を運ぶ動物（送粉者）の

送粉共生関係”と“被食者と捕食者の食う-食われる関係”に注目し、野

外調査を中心とした研究を行っています。 

 

どのような生物でも必ず他者と関わり合いをもちながら生きています。

そのため、生物間相互作用に注目することは生物の“生き様”を理解しよ

うとする場面（研究活動）だけでなく、外来種が生態系に与える影響評価

などの場面（社会活動）で必要とされています。そこで、研究活動を通じ

て現在生じている様々な社会問題の解決に向けて提言していきます。 

 

 先輩はどんなところに就職しているの？ 

新設の研究室のため卒業生はまだいませんが、本研究室での経験を生か

せる地方公務員、国家公務員、環境アセスメント会社などへの就職をサポ

ートしていきたいと考えています。 

また、本研究室では、研究活動により得られた成果の積極的な社会への

還元（学術誌への投稿、学会や研究会での発表など）を奨励します。そし

て、これらを通じて社会人として必要とされる自主性、論理的思考力、プ

レゼンテーション能力を兼ね備えた人材の育成に努めます。 


